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←IgA腎症治療
　の一般常識

Ø IgA腎症（アイ・ジー・エーじんしょう）とは、腎臓の糸球体に免疫グロ
ブリンA（IgA）が沈着して炎症を起こす慢性糸球体腎炎である。

Ø 発症の原因や、完治に繋がる治療法が無いことから、指定難
病に認定されている。

Ø 風邪を引いたときに発症および再発することがあるため、口蓋
扁桃で異常なIgAが増産されることが引き金になると考えられ
ており、治療のために口蓋扁桃の摘出が行われる。　

Ø 併せて、ステロイドパルス療法が行われる。
Ø 予防には、一般的には減塩、タンパク質制限、肥満の解消、禁

煙、適度な運動が言われるが、腸内細菌叢には言及されない。

←↑しかし、腸内細菌叢が大きく関係して
いるという事実が明らかにされつつある
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